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１．テーマと主な論点

（１）平成30年７月豪雨をふまえた都市浸水対策について

○ 平成３０年７月豪雨で明らかになった課題

○ 強化すべき施策の推進

（２）関連施策の推進

○ i-Gesuidou

・ 水位計・カメラ・ＳＮＳを活用の利活用方策の検討

○ 水位周知下水道の推進

・ 地下街がある都市の確実な進捗管理

・ 地下街以外の指定に向け、水位周知の導入に向けた段階的な手法の検討

○ まちづくり等との連携

・ 立地適正化計画やまちづくりとの連携した事例を収集し、効果的な連携手法に

ついて検討
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２．検討体制

◯ 平成30年7月豪雨の教訓を踏まえた都市浸水に関する課題を整理し、対策の方向性を速やかに示すととも
に、課題解決に向けた諸施策の内容等の充実について議論を深めることを目的に、「都市浸水対策に関す
る検討会」を設置する。

◯ 本検討会では、主に「平成30年７月豪雨をふまえた都市浸水対策」、「関連施策の推進」について検討。

◯ １０月末までに検討会を２回開催し、提言をとりまとめる予定。
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平成30年７月豪雨で明らかになった課題
強化すべき施策

都市浸水対策に関する検討会
（国土交通省 下水道部）

ワーキンググループ
（WG２）

ワーキンググループ
（WG１）

平成30年７月豪雨をふまえた都市浸水対策について
 i-Gesuido
まちづくり等との連携

水位周知下水道 地下街

地下街以外

大規模広域豪雨を踏まえた水災害対策
検討小委員会（国土交通省）

平成３０年７月豪雨をふまえ、社会資本整備審
議会河川分科会の小委員会として設置

下水道、ダム操作、土砂災害など各分野の検討会
等と連携し、水防災意識社会の再構築に向けた取
組を推進

小委員会を２回開催し国土交通大臣へ答申する
予定

連携



３．スケジュール

テーマ
9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

都市浸水対策に
関する検討会

平成30年７月豪雨をふまえた
都市浸水対策の新たな取り組み

第
1
回
検
討
会

第
２
回
検
討
会

第
１
回
W
G

第
2
回
W
G

第
3
回
検
討
会

i-Gesuido

まちづくり等との連携

水位周知下水道

地下街 第
１
回
W
G

第
2
回
W
G地下街以外

（参考）
大規模広域豪雨を踏まえた水災害対策検討小委員会

第
1
回

第
２
回

第１回検討会 ：［全般］現状認識、課題の共有、方向性の確認
第２回検討会 ：［平成３０年７月豪雨をふまえた都市浸水対策について］強化すべき施策、提言骨子について審議
第１回ＷＧ１ ：各テーマの検討状況の報告、今後の検討方針に関する議論
第１回ＷＧ２ ：各都市の取組状況の共有、今後の検討方針に関する議論
第２回ＷＧ１ ：各テーマの検討結果に関する議論、技術資料等の改定案の作成
第２回ＷＧ２ ：検討結果に関する議論、技術資料等の改訂案の作成
第３回検討会 ：［全般］各検討項目のとりまとめ 3


